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第
百
九
十
三 

  
 

広
が
る
領
域 

   
 
 
 
 

一 
  

情
報
処
理
振
興
課
の
初
代
統
括
班
長
（
課
長
補
佐
）
だ
っ
た
岡
部

敬
が
「
宮
内
庁
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
省
庁
か
ら
、
縦
割
り
、
横
割
り

の
要
望
が
あ
っ
た
」
と
い
う
の
は
、
正
確
に
は
「
横
槍
が
入
っ
た
」

と
言
い
直
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
国
内
企
業
の
標

榜
す
る
と
こ
ろ
が
「
機
械
化
」
か
ら
「
情
報
化
」
に
転
換
し
た
時
期

だ
っ
た
。
情
報
化
な
い
し
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
が
業
種
を
問
わ
ず
、

社
会
・
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
始
ま
り
、「
情
報
化
投
資
」
と
い

う
言
葉
が
誕
生
し
た
。 

 

電
子
政
策
課
は
、
国
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
を
育
成
す

る
こ
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
か
か
わ
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
技
術
を
高
め
、

内
外
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
に
主
眼
が
あ
っ
た
。
つ
ま
る
と
こ

ろ
特
定
の
産
業
に
貼
り
つ
い
て
い
た
と
い
う
意
味
で
、
旧
来
型
の
行

政
機
関
だ
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
情
報
処
理
振
興
課
は
、
国
内
情
報
処
理
産
業
の
育
成
・

振
興
だ
け
で
な
く
、
社
会
・
経
済
の
情
報
化
の
促
進
・
高
度
化
を
担

う
セ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
天
か
ら
降
り
注
ぐ
雨
水
の
よ
う
に
、
地
上
の
す
べ
て

に
か
か
わ
っ
て
い
た
。 

 

山
岡
剛
が
書
き
残
し
た
記
録
『
情
報
産
業
と
と
も
に
』
の
中
に
、

次
の
よ
う
な
文
章
が
見
え
て
い
る
。 

  

昭
和
四
十
六
年
の
頃
、
あ
る
人
が
私
の
事
務
所
に
来
ら
れ
、
港
湾

の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
日
本
が
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
と
い

う
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
港
湾
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
機
関
と
し
て
、

国
連
の
欧
州
経
済
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
Ｅ
）
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
は

こ
の
会
議
に
代
表
を
出
し
て
い
な
い
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。
認

識
が
浅
か
っ
た
の
か
、
関
係
省
庁
の
利
害
か
ら
か
、
と
に
か
く
こ
の

国
際
会
議
に
代
表
を
出
せ
な
い
状
況
だ
と
い
う
わ
け
で
し
た
。 

 

そ
こ
で
私
は
、
当
時
、
情
議
連
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
部
会
長
を
し
て

お
ら
れ
た
郡
祐
一
先
生
と
相
談
を
し
て
、
情
議
連
で
こ
の
問
題
を
取

り
上
げ
、
大
い
に
推
進
し
よ
う
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

同
年
十
月
十
四
日
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ァ
部
会
を
開
き
ま
し
た
。
港
湾
経

済
研
究
所
長
の
高
見
玄
一
郎
さ
ん
を
お
招
き
し
て
お
話
を
聞
い
た
わ

け
で
す
。 

 

聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、 

 

―
―
ど
う
も
こ
の
ま
ま
で
は
ま
ず
い
。 
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と
い
う
こ
と
に
な
り
、
部
会
に
出
て
お
ら
れ
た
佐
藤
さ
ん
に
研
究

し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
わ
け
で
す
。 

 
一
週
間
も
た
っ
た
頃
に
、
佐
藤
さ
ん
が
事
務
所
に
来
ら
れ
、 

 

「
ま
ず
港
湾
情
報
シ
ス
テ
ム
の
研
究
会
を
作
っ
て
検
討
を
始
め
た

い
と
思
い
ま
す
」 

 

と
い
わ
れ
た
。
ま
こ
と
に
素
早
い
対
応
で
、
感
心
し
た
こ
と
を
憶

え
て
い
ま
す
。 

  

文
中
に
登
場
す
る
「
佐
藤
さ
ん
」
と
は
、
情
振
課
第
二
代
課
長
だ

っ
た
佐
藤
和
宏
で
あ
る
。
会
合
か
ら
一
週
間
か
十
日
で
施
策
の
プ
ラ

ン
を
ま
と
め
て
持
っ
て
き
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
わ
ず
か
十
人
に
満

た
な
い
情
振
課
職
員
の
馬
力
は
、 

 

―
―
す
ご
か
っ
た
。 

 

と
い
う
よ
り
ほ
か
に
な
い
。 

 

日
本
郵
船
や
日
本
通
運
が
コ
ン
テ
ナ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
管
理
に
力
を

い
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
作
り
つ
つ
、
並
行
し
て
海

運
業
界
共
通
の
統
一
コ
ー
ド
を
策
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
だ
っ

た
。 

 

佐
藤
は
「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
」
の
観
点
か
ら
、
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
こ
れ

を
複
数
省
庁
の
共
管
で
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
し
、
情

議
連
も
こ
れ
を
受
け
て
関
係
省
庁
に
研
究
会
の
設
置
を
働
き
か
け
た
。

し
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
縄
張
り
意
識
が
邪
魔
を
し
て
実
現
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。 

 

港
湾
情
報
シ
ス
テ
ム
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
の
は
一
九
七
一
年
秋

の
こ
と
で
あ
る
。 

 

翌
七
二
年
に
な
る
と
情
振
課
は
次
々
に
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
想
を

打
ち
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
折
か
ら
こ
の
年
の
七
月
に
「
政
界
の
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
」
の
異
名
を
取
る
田
中
角
栄
が
首
相
に
就
任
し
、「
列

島
改
造
論
」
を
打
上
げ
て
い
た
。 

 

「
列
島
改
造
」
は
流
行
語
に
も
な
っ
た
し
、
都
市
と
農
村
、
過
密

と
過
疎
の
問
題
を
力
任
せ
に
一
気
に
解
決
し
よ
う
と
い
う
夢
の
構
想

が
地
価
の
高
騰
を
招
い
た
の
は
事
実
だ
っ
た
。 

 

た
だ
間
違
い
な
く
い
え
る
の
は
、
吉
田
茂
、
池
田
勇
人
に
始
ま
っ

た
経
済
成
長
重
点
政
策
は
、
佐
藤
栄
作
の
三
期
八
年
に
お
よ
ぶ
長
期

安
定
政
権
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、
社
会
・
産
業
に
お
い
て
は
公
害
問
題
、

交
通
事
故
、
道
路
渋
滞
、
受
験
戦
争
、
住
宅
難
と
い
っ
た
歪
み
を
露

見
さ
せ
、
政
策
に
お
い
て
は
そ
の
重
責
を
担
っ
た
官
僚
た
ち
が
幅
を

利
か
せ
る
弊
害
を
生
ん
で
い
た
。 

 

政
治
家
が
中
心
と
な
っ
て
施
策
を
立
て
、
法
案
を
出
し
、
社
会
を

改
革
す
る
と
い
う
田
中
の
主
張
に
多
く
の
政
治
家
が
共
鳴
し
た
し
、

国
民
も
そ
の
登
場
を
歓
迎
し
た
。
つ
ま
り
「
列
島
改
造
論
」
は
の
ち

の
小
泉
純
一
郎
が
し
き
り
に
唱
え
た
「
改
革
」
と
同
じ
意
味
を
持
っ

て
い
た
。
い
や
、
個
性
の
強
烈
さ
に
お
い
て
は
田
中
の
方
が
は
る
か

に
勝
っ
て
い
た
。 



＝巻之二十六 草昧＝ 

 32 

 
情
報
産
業
界
も
ま
た
、
田
中
内
閣
を
歓
迎
し
た
。 

 
産
業
紙
は
次
の
よ
う
に
書
い
た
。 

  

「
日
本
情
報
産
業
新
聞
」
七
二
年
一
月
一
日
付 

 

田
中
内
閣
の
課
題
で
あ
る
列
島
改
造
や
福
祉
国
家
の
実
現
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
な
く
し
て
は
な
し
得
な
い
。 

 

六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
日
本
経
済
が
直
面
し
た

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
田
中
内
閣
が
提
示
し
た
諸
施
策
は
、
煎

じ
詰
め
れ
ば
従
来
の
工
業
化
路
線
の
延
長
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
を

実
現
し
て
い
く
過
程
で
、
わ
が
国
の
情
報
化
は
大
き
く
進
展
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
。 

  

こ
の
時
点
で
情
振
課
が
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
社
会
シ
ス
テ
ム

は
、 

  

・
公
害
防
止
シ
ス
テ
ム 

 

・
新
交
通
シ
ス
テ
ム 

 

・
流
通
シ
ス
テ
ム 

 

・
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム 

 

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム 

 

・
金
融
決
済
情
報
シ
ス
テ
ム 

 

 

な
ど
九
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
。 

 

例
え
ば
「
公
害
防
止
シ
ス
テ
ム
」
は
日
本
経
営
情
報
開
発
協
会
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
が
、 

 

―
―
一
九
八
〇
年
ま
で
に
総
額
四
千
九
百
億
円
を
投
じ
て
全
国
を

カ
バ
ー
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。 
 

と
す
る
提
言
を
ま
と
め
て
い
た
。 

 

大
気
や
河
川
、
海
洋
、
道
路
（
排
ガ
ス
や
騒
音
）、
工
場
な
ど
向

け
に
、
マ
イ
コ
ン
や
セ
ン
サ
ー
を
駆
使
し
て
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
個

別
の
汚
染
監
視
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
ほ
か
、
人
口
百
万
人
以
上
の

大
都
市
ご
と
に
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
大
規
模
デ
ィ
ス
ク
装
置
を
備

え
た
公
害
総
合
防
止
・
除
去
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
各
地
の
セ
ン
タ

ー
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
相
互
に
情
報
を
交
換
し
合
う
と
い
う
の

で
あ
る
。 

 

こ
の
考
え
方
に
沿
っ
て
東
京
都
や
大
阪
府
、
愛
知
県
、
神
奈
川
県
、

川
崎
市
、
横
浜
市
な
ど
は
シ
ス
テ
ム
構
築
の
検
討
に
入
っ
て
い
た
。

公
害
防
止
条
例
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
正
確
な
統
計
情
報
を
市
民
に

公
開
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

 
新
交
通
シ
ス
テ
ム
は
軌
道
輸
送
シ
ス
テ
ム
、
個
別
軌
道
シ
ス
テ
ム
、

Ｃ
Ｖ
Ｓ
（Com

puter Control V
ehicle System

）
な
ど
で
構
成
さ

れ
て
い
た
。 

 

所
管
の
運
輸
省
が
旗
振
り
役
と
な
っ
た
が
、
道
路
や
河
川
の
工
事

の
観
点
か
ら
建
設
省
、
交
通
事
故
防
止
の
観
点
か
ら
警
察
庁
、
公
害
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問
題
の
観
点
か
ら
通
産
省
、
新
技
術
開
発
の
観
点
か
ら
科
学
技
術
庁

な
ど
が
相
乗
り
す
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い
た
。 

 
―
―
道
路
や
信
号
機
に
信
号
発
信
装
置
を
装
備
さ
せ
、
走
行
中
の

車
両
に
交
通
渋
滞
や
道
路
工
事
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
伝
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
渋
滞
の
緩
和
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。 

 

―
―
自
動
車
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
搭
載
し
、
あ
ら
か
じ
め
セ
ッ
ト

し
た
道
順
に
沿
っ
て
自
動
運
転
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
は
で
き
な
い
か
。 

こ
ん
に
ち
の
カ
ー
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
、
自
動
運
転
シ

ス
テ
ム
の
原
型
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
発
想
に
基
づ
い
て
、
機

械
振
興
協
会
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
三
井
物
産
と
共
同
で
実
験
シ
ス
テ

ム
の
開
発
に
着
手
し
つ
つ
あ
っ
た
。 

 

実
を
い
え
ば
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
九
六
四
年
に
電
子
工
業
課

の
課
長
に
就
任
し
た
戸
谷
深
造
が
提
唱
し
た
の
だ
が
、
時
期
尚
早
と

し
て
見
送
り
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
可
能
に
な
っ
た
の

は
、
つ
ま
り
産
業
界
が
「
情
報
化
」
に
理
解
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

  
 
 
 
 

二 
  

他
の
省
庁
か
ら
す
る
と
、
情
振
課
は
何
を
企
ん
で
い
る
か
分
か
ら

な
い
得
体
の
し
れ
な
い
セ
ク
シ
ョ
ン
に
見
え
た
で
あ
ろ
う
。
通
産
省

の
内
部
に
お
い
て
も
そ
う
だ
っ
た
。
例
え
ば
そ
れ
は
酒
類
販
売
業
が

共
同
で
計
算
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
た
瞬
間
に
、
情
振
課
と
の
か
か
わ

り
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。 

 

酒
類
販
売
は
専
売
業
務
で
あ
っ
て
、
大
蔵
省
の
所
管
で
あ
る
べ
き

だ
が
、「
情
報
」
は
通
産
省
の
所
管
で
あ
る
。
銀
行
が
電
算
部
門
を

分
離
独
立
す
る
と
、
通
産
省
の
所
管
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
大
蔵
省
か

ら
す
る
と
、
領
域
侵
犯
に
見
え
た
。 

 

情
報
化
促
進
施
策
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
拡
大
に
伴
っ
て
そ

の
領
域
を
広
げ
て
い
っ
た
。
情
振
課
の
職
員
た
ち
は
、
他
の
省
庁
の

縄
張
り
で
あ
ろ
う
が
何
で
あ
ろ
う
が
、
構
わ
ず
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。

「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
」
構
想
に
加
え
、「
列
島
改
造
」
と
い
う
大
義
名
分
が
後

押
し
し
た
。 

 

「
情
報
化
元
年
」
の
名
付
け
親
で
あ
る
平
松
守
彦
は
七
三
年
の
七

月
、
基
礎
産
業
局
総
務
課
長
と
し
て
電
子
政
策
課
を
離
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
七
四
年
六
月
、
国
土
庁
官
房
審
議
官
を
最
後
に
通
産
省
を
辞

し
、
地
方
行
政
に
身
を
転
じ
た
。
す
な
わ
ち
大
分
県
副
知
事
を
経
て

七
九
年
四
月
か
ら
大
分
県
知
事
を
務
め
た
。 

 

二
〇
〇
三
年
に
引
退
す
る
ま
で
六
期
二
十
四
年
を
大
分
県
知
事
と

し
て
過
ご
し
、
一
村
一
品
運
動
に
よ
る
地
域
お
こ
し
や
地
域
パ
ソ
コ

ン
通
信
「
コ
ア
ラ
」
な
ど
で
全
国
に
名
を
馳
せ
た
。 

 
通
産
省
在
職
中
も
自
民
党
か
ら
参
院
、
衆
院
の
公
認
候
補
と
い
う

誘
い
を
受
け
た
。
情
報
化
施
策
の
立
案
力
と
実
現
に
向
け
た
豪
腕
が
、

橋
本
登
美
三
郎
を
し
て
「
先
生
」
と
言
わ
し
め
た
。 
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「
衆
院
選
に
自
民
党
公
認
候
補
と
し
て
立
っ
て
く
れ
な
い
か
」 

 
と
橋
本
は
言
っ
た
。
普
通
な
ら
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
頭
を
下
げ
て
受
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

し
か
し
平
松
は
「
任
に
あ
ら
ず
」
と
頑
な
に
我
流
を
通
し
た
。 

 

実
質
的
な
初
代
の
杉
山
和
男
は
、
課
長
に
就
任
し
た
直
後
、 

 

「
情
報
処
理
産
業
に
か
か
わ
る
以
上
、
自
分
も
勉
強
し
な
け
れ
ば
」 

 

と
い
っ
て
、
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
や
富
士
通
に
頼
み
込
ん
で
初
級
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
研
修
講
座
を
受
け
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
は
大
い
に
戸
惑
っ
た
。
あ
る
メ
ー
カ
ー
は
部
長
、
取
締
役
、
専

務
に
ま
で
「
お
伺
い
」
が
回
り
、
最
後
に
は 

 

―
―
失
礼
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。 

 

と
い
う
社
長
の
一
言
で
受
講
が
認
め
ら
れ
た
。 

 

七
一
年
六
月
十
五
日
に
情
報
処
理
振
興
課
長
に
着
任
し
た
佐
藤
和

宏
は
、
熊
谷
弘
（
の
ち
衆
院
議
員
、
通
産
相
）
を
補
佐
と
し
て
「
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
研
究
組
合
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
七
二

年
十
月
に
「
情
報
化
週
間
」（
の
ち
「
情
報
化
月
間
」）
を
創
設
し
た
。 

 

第
一
回
情
報
化
週
間
の
テ
ー
マ
は
「
生
活
と
情
報
化
」
だ
っ
た
。

優
秀
シ
ス
テ
ム
、
情
報
化
貢
献
企
業
、
情
報
化
貢
献
個
人
の
総
理
大

臣
表
彰
制
度
を
企
画
し
た
。 

 

そ
こ
に 

 

「
一
つ
の
省
の
表
彰
に
総
理
大
臣
表
彰
は
お
か
し
い
」 

 

と
い
う
ク
レ
ー
ム
が
入
っ
た
。
そ
こ
で
通
産
大
臣
の
名
で
国
鉄
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
表
彰
し
た
。
あ
と
か
ら
運
輸
省
や
郵
政
省
か
ら
ね
じ
込
ま

れ
た
。
縄
張
り
を
侵
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
省
庁
間
の
ラ
イ
バ

ル
意
識
が
強
か
っ
た
。 

 

「
と
こ
ろ
が
次
の
年
か
ら
運
輸
省
も
郵
政
省
も
同
じ
表
彰
制
度
を

作
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
な
ら
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
」 

 

佐
藤
は
七
五
年
か
ら
電
子
政
策
課
長
を
務
め
、
の
ち
東
京
ガ
ス
専

務
。 

 

第
四
代
課
長
は
向
阪
浩
で
あ
る
。 

 

こ
の
人
は
大
阪
通
産
局
の
部
長
か
ら
転
任
し
、
七
三
年
一
月
か
ら

七
四
年
六
月
ま
で
在
任
し
た
。
平
松
が
電
政
課
課
長
の
と
き
、
官
房

の
情
報
産
業
室
に
所
属
し
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
構
想
を
推
進
し
た
。
た

だ
し
和
製
「
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
は
デ
ー
タ
処
理
機
能
を
備
え
た
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
に
と
ど
ま
っ
た
。 

 

課
長
在
任
中
に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
伴
う
電
力
供
給
削
減
問
題
が

起
こ
っ
た
が
、
情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
業
に
限
っ
て
特
例
扱
い
す
る
よ

う
、
電
力
業
界
に
申
し
入
れ
て
い
る
。 

 
児
玉
幸
治
は
七
二
年
か
ら
企
業
行
動
課
長
を
務
め
、
七
四
年
六
月

に
情
振
課
長
に
着
任
し
た
。
情
報
産
業
振
興
策
は
基
礎
固
め
の
時
期

を
終
え
、
発
展
期
に
入
っ
て
い
た
。 

 

当
人
は
業
界
に
「
自
分
の
任
期
で
あ
る
二
年
を
か
け
て
、
情
報
サ

ー
ビ
ス
産
業
の
高
度
化
に
取
り
組
む
」
と
宣
言
し
た
が
、
翌
七
五
年
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三
月
、
唐
突
に
大
臣
官
房
企
画
室
長
の
辞
令
を
受
け
取
っ
た
。
こ
れ

は
当
人
も
寝
耳
に
水
の
人
事
だ
っ
た
ら
し
い
。 

 
在
任
は
わ
ず
か
九
か
月
だ
っ
た
が
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
保
険
」

制
度
を
創
設
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
権
利
保
護
問
題

を
調
査
・
研
究
す
る
基
礎
を
築
い
た
。
の
ち
事
務
次
官
を
経
て
日
本

情
報
処
理
開
発
協
会
会
長
と
な
っ
た
。 

 

協
同
シ
ス
テ
ム
開
発
（
Ｊ
Ｓ
Ｄ
）
の
設
立
に
か
か
わ
っ
た
の
は
吉

田
文
毅
（
の
ち
日
本
輸
出
入
銀
行
理
事
）
で
あ
る
。
七
五
年
三
月
か

ら
七
六
年
五
月
ま
で
課
長
の
職
に
あ
っ
た
。 

 

大
蔵
省
と
の
折
衝
で
、 

 

「
あ
と
一
年
、
実
施
を
遅
ら
せ
て
く
れ
。
本
当
に
予
算
が
厳
し
い

の
だ
。
来
年
は
必
ず
予
算
を
つ
け
る
」 

 

と
懇
願
さ
れ
た
が
、 

 

「
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
い
ま
が
伸
び
盛
り
で
あ
る
。
伸
び
盛
り

の
子
ど
も
に
十
分
食
べ
さ
せ
な
く
て
ど
う
す
る
。
将
来
に
禍
根
を
残

す
よ
う
な
こ
と
は
、
断
じ
て
で
き
な
い
」 

 

と
強
硬
に
主
張
し
て
、
初
年
度
五
億
円
を
獲
得
し
た
。 

こ
の
と

き
補
佐
役
だ
っ
た
の
が
の
ち
に
外
務
大
臣
と
な
る
町
村
信
孝
で
あ
る
。 

 

協
同
シ
ス
テ
ム
開
発
の
設
立
に
当
っ
て
吉
田
は 

 

「
四
月
一
日
は
エ
イ
プ
リ
ル
・
フ
ー
ル
で
縁
起
が
悪
い
」 

 

と
い
っ
て
、
設
立
日
を
四
月
二
日
に
変
更
し
た
逸
話
が
あ
る
。
な

か
な
か
ユ
ニ
ー
ク
で
豪
胆
な
人
で
あ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

余
談
だ
が
、
当
時
、「
情
報
三
課
」（
電
子
政
策
課
、
情
報
処
理
振

興
課
、
電
子
機
器
課
）
は
、
省
内
で 
 

「
エ
レ
ム
コ
」 

 

と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

 

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
向
こ
う
側
」 

 

の
意
味
で
あ
る
。 

 

そ
う
い
う
呼
び
名
が
付
い
た
の
は
、
情
報
三
課
が
通
産
省
の
中
で

も
一
種
独
特
の
空
気
を
持
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 

情
報
三
課
は
現
在
の
経
産
省
別
館
の
七
階
、
全
体
が
細
長
い
オ
フ

ィ
ス
に
あ
っ
て
、
仕
切
り
も
な
く
、
机
を
寄
せ
集
め
た
島
を
作
っ
て

い
る
状
態
だ
っ
た
。
課
員
た
ち
は
自
嘲
も
込
め
て
「
ウ
ナ
ギ
の
寝
床
」

と
称
し
て
い
た
ら
し
い
。 

 

仕
切
り
が
な
い
か
ら
、
隣
の
課
の
誰
が
何
を
し
て
い
る
か
が
手
に

取
る
よ
う
に
分
か
る
。
電
話
も
会
議
も
筒
抜
け
（
も
っ
と
も
、
仕
切

り
が
あ
っ
て
も
当
時
の
課
員
た
ち
は
周
り
を
気
に
せ
ず
声
を
張
り
上

げ
て
い
た
か
ら
、
隠
し
よ
う
が
な
か
っ
た
が
）、
業
界
の
誰
が
誰
を

訪
ね
て
き
た
か
も
丸
見
え
だ
し
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
机
の
上
の
書
類

を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
実
際
、「
そ
の
気
」
に
な
っ
た
人
が
大
勢

い
た
。
こ
れ
が
た
め
に
、
し
ば
し
ば
領
域
侵
犯
が
問
題
に
な
っ
た
。 
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特
に
電
政
課
と
情
振
課
の
間
で
は
〝
縄
張
り
〞
を
め
ぐ
っ
て
論
争

が
絶
え
な
か
っ
た
。
両
課
と
も
先
端
分
野
を
扱
い
、
業
界
の
動
き
が

早
く
、
か
つ
激
し
い
。
言
い
合
っ
て
い
る
う
ち
に
そ
れ
ど
こ
ろ
で
な

く
な
り
、
結
局
、
一
緒
に
な
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
か

っ
た
。 

 

情
報
処
理
技
術
者
試
験
用
の
説
明
資
料
を
印
刷
し
、
ホ
チ
キ
ス
で

止
め
る
作
業
を
三
課
の
職
員
が
総
出
で
や
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。

予
算
折
衝
の
と
き
な
ど
は
床
に
新
聞
紙
を
敷
い
て
寝
泊
り
し
、
ず
ら

り
と
並
べ
た
輪
転
機
が
吐
き
出
し
て
く
る
予
算
案
を
徹
夜
で
作
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

そ
う
い
う
と
き
も
課
が
違
う
か
ら
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
な
く
、

手
す
き
の
者
が
手
伝
う
空
気
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
。 

  

佐
藤
和
宏
の
と
き
に
始
ま
っ
た
「
情
報
化
週
間
」
に
も
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
る
。
第
一
回
の
情
報
化
週
間
の
実
務
を
担
当
し
た
山
崎
幸
信

が
言
う
。 

 

「
予
算
は
五
十
万
八
千
円
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
情
報
化
週
間
の
説

明
資
料
を
作
っ
た
ら
、
そ
れ
で
予
算
が
吹
き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。
で

す
か
ら
あ
と
は
全
部
、
手
作
り
と
手
作
業
で
し
た
」 

 

日
本
専
売
公
社
に
頼
み
込
ん
で
、
た
だ
で
記
念
タ
バ
コ
を
作
っ
て

も
ら
っ
た
り
、
電
車
の
中
吊
り
広
告
を
営
団
地
下
鉄
に
ほ
と
ん
ど
無

料
に
近
い
料
金
で
掲
示
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
う
い
う
作
業
も
情
振
課

の
職
員
の
仕
事
だ
っ
た
。 

 

七
八
年
の
情
報
化
週
間
か
ら
、
マ
ス
コ
ッ
ト
・
ガ
ー
ル
が
起
用
さ

れ
た
。
そ
の
企
画
を
担
当
し
た
の
は
、
の
ち
に
情
振
課
長
に
な
る
中

村
勲
で
あ
る
。 

  

数
人
の
候
補
タ
レ
ン
ト
の
写
真
を
見
て
課
員
全
員
が
、
こ
れ
が
い

い
、
あ
れ
が
い
い
と
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
や
っ
て
、
あ
る
タ
レ
ン
ト

に
決
定
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
「
通
産
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
の
特
集
記
事
も
で
き
て
ホ
ッ
と
し
た
と
き
、
女
性
週
刊
誌
を
見

て
愕
然
と
し
ま
し
た
。 

 

―
―
失
踪
。 

 

と
い
う
見
出
し
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
昔
風
に
い
う
と
駆
け
落
ち
で

す
な
。
配
布
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
回
収
し
た
り
何
だ
り
で
、
た
い
へ
ん

な
思
い
を
し
ま
し
た
。 

  

通
産
省
の
正
式
名
称
に
濁
点
を
つ
け 

 

「
ツ
ウ
ジ
ョ
ウ
ザ
ン
ギ
ョ
ウ
省
」（
通
常
残
業
省
） 

 
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
夜
中
の
十
時
、
十
一
時
で
も
課
員
が
何
か
し

ら
仕
事
を
し
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
予
算
編
成
期
で
あ
れ
ば
、
ど
の

省
庁
も
夜
間
ま
で
仕
事
が
延
び
る
の
だ
が
、
通
産
省
、
こ
と
に
情
報

三
課
は
特
別
だ
っ
た
。 
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情
振
課
に
出
向
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
正
直
に
い
っ
て
か
な
り

ビ
ビ
ッ
た
も
の
で
し
た
。
前
任
者
か
ら
「
す
ご
い
と
こ
ろ
」
と
聞
か

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
と
に
な
っ
て
聞
い
た
話
で
は
、 

 

―
―
あ
い
つ
な
ら
、
た
ぶ
ん
、
壊
れ
な
い
だ
ろ
う
。 

 

と
い
う
の
が
人
選
の
理
由
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

  

七
四
年
九
月
か
ら
七
六
年
三
月
ま
で
日
本
情
報
処
理
開
発
協
会
か

ら
出
向
し
た
音
田
真
理
は
こ
う
話
し
て
い
る
。 

 

辻
良
英
（
前
出
）
は 

 

「
職
員
が
少
な
い
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
予
算
も
な
い
。
ほ
と
ん
ど

の
職
員
が
二
十
四
時
間
勤
務
体
制
で
、
自
由
に
な
る
時
間
は
日
曜
日

の
午
後
か
ら
月
曜
日
の
朝
ま
で
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
土
曜
、
日

曜
、
祝
日
な
し
、
と
い
う
状
態
だ
っ
た
」 

 

と
述
懐
し
て
い
る
。 

 

旧
海
軍
の
「
月
月
火
水
木
金
金
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
光
景
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。 

 

徹
夜
が
続
き
、
疲
労
が
た
ま
る
こ
ろ
に
な
る
と
職
員
た
ち
は
、
誰

が
音
頭
を
と
る
で
も
な
く
、
士
気
を
奮
い
立
た
せ
る
た
め
に
歌
を
唄

っ
た
。 

  
 

き
み
の
行
く
道
は 

は
て
し
な
く
遠
い 

 
 

な
の
に 

な
ぜ 

歯
を
食
い
し
ば
り 

 
 

き
み
は
行
く
の
か 

そ
ん
な
に
し
て
ま
で 

  

世
の
中
で
は
『
若
者
た
ち
』
の
タ
イ
ト
ル
で
知
ら
れ
る
。
職
員
た

ち
は
こ
れ
を
「
エ
レ
ム
コ
の
唄
」
と
呼
ん
だ
。
一
番
の
歌
詞
よ
り 

 

「
君
の
行
く
道
は 

希
望
へ
と
続
く
」 
 

で
始
ま
る
三
番
の
ほ
う
が
好
ま
れ
た
。 

 

「
自
由
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
自
由
化
は
結
構
だ
が
、

国
内
産
業
は
守
ら
に
ゃ
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
矛
盾
を
感
じ
な
が
ら
、

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
」 

 

七
三
年
六
月
か
ら
七
四
年
十
一
月
ま
で
業
務
班
長
を
や
っ
て
い
た

鈴
木
孝
男
（
の
ち
日
本
貿
易
振
興
会
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
事
務
所
長
）
が
、

こ
の
よ
う
な
想
い
出
を
話
し
て
い
る
。 
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港
湾
シ
ス
テ
ム 

日
本
郵
船
が
取
り
組
ん
だ
港
湾
の
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
・
シ

ス
テ
ム
で
は
、
国
際
的
な
取
り
決
め
と
の
整
合
が
課
題
だ
っ
た
。
コ
ン
テ
ナ

の
大
き
さ
、
重
量
な
ど
は
規
格
化
さ
れ
て
い
た
が
、
国
別
コ
ー
ド
や
税
関
手

続
き
な
ど
が
ま
ち
ま
ち
で
、
国
際
的
な
標
準
化
が
急
務
だ
っ
た
。
通
産
省
は

運
輸
省
と
共
同
で
シ
ス
テ
ム
構
築
に
着
手
し
、
七
五
年
五
月
、
運
輸
省
港
湾

技
術
研
究
所
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
セ
ン
タ
ー
に
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｂ
Ａ

Ｃ
５
６
０
０
―
１
６
０
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。 

郡 

祐
一 

こ
お
り
・
ゆ
う
い
ち
／
１
９
０
２
〜
１
９
８
３
。
茨
城
県
に
生

ま
れ
一
九
二
九
年
東
京
帝
国
大
学
を
出
て
内
務
省
に
入
り
四
六
年
同
省
地
方

局
長
か
ら
四
七
年
官
選
で
石
川
県
知
事
と
な
り
四
八
年
全
国
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長
、
第
二
次
吉
田
内
閣
で
官
房
次
官
を
務
め
た
。
五
〇
年
参
院
議

員
、
岸
内
閣
で
自
治
大
臣
、
党
幹
事
長
な
ど
を
歴
任
し
七
二
年
田
中
内
閣
で

法
相
、
八
三
年
の
総
選
挙
で
落
選
し
引
退
し
た
。 

『
若
者
た
ち
』 

作
詞
・
藤
田
敏
雄
、
作
曲
・
佐
藤
勝
、
唄
は
ザ
・
ブ
ロ
ー

ド
・
サ
イ
ド
・
フ
ォ
ー
だ
っ
た
。
同
名
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
タ
イ
ト
ル
曲
と

し
て
流
さ
れ
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。 

▼
ド
ラ
マ『
若
者
た
ち
』 

一
九
六
六
年
二
月
七
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
、

毎
週
水
曜
日
の
午
後
六
時
か
ら
三
十
分
間
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
で
放
送
さ
れ

た
。
両
親
を
早
く
亡
く
し
た
佐
藤
家
の
五
人
兄
弟
（
長
男
・
太
郎
＝
田
中
邦

衛
、
次
兄
・
次
郎
＝
橋
本
功
、
三
男
・
三
郎
＝
山
本
圭
、
妹
・
オ
リ
エ
＝
佐

藤
オ
リ
エ
、
末
弟
・
末
吉
＝
松
山
省
二
）
が
と
き
に
反
目
し
合
い
、
と
き
に

助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く
さ
ま
が
多
く
の
若
者
の
共
感
を
得
た
。
こ
の
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
は
「
話
が
暗
い
し
、
娯
楽
性
も
乏
し
い
」
と
い
う
理
由
で
途
中
で

打
ち
切
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
七
万
通
に
及
ぶ
継
続
希
望
の
投
書
が
殺

到
し
た
た
め
九
月
三
十
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。 
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